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１．問題と課題

平成 28 年，次期学習指導要領作成に向けて文部科学省教育課程企画特別部会情報ワーキ

ンググループが情報活用能力に関する取りまとめを行った。「主体的・対話的で深い学び」

の視点からの授業改善が必要であり，授業改善を進める上で ICT の効果的な活用が重要で

あると示している（文部科学省 2016）。平成 29 年 3 月 31 日に文部科学省より公示された

小学校学習指導要領では，第 1 章 総則(第 2 の 2(1)，第 3 の 1(3)，第 4 の 1(4))に，ICT を

活用した授業について明記されている。ICT を活用した授業を行うことが求められている。 

一方で，教員の意識や導入済の ICT 機器の制約等から，授業における日常的な活用にま

では至りにくい現状がある。機器の設定・準備に時間がかかることから利用をためらうこ

と，児童・生徒への機器の操作指導や教員自身の操作に対する不安感，授業中に機器面で

のトラブルが発生する可能性，トラブルが起きたときの対処方法等に不安を抱えているこ

となども，なかなか活用が進まない理由だと考えられる。

そこで，本研究では，校内における ICT 活用のより一層の推進に向けて，タブレット PC

を活用した協働的な授業を実践し，その効果を明らかにすることと合わせて，実践授業を

窓口としてのさまざまな教科・領域における ICT 活用の広がりを促すための方策を提案す

ることを目的とした。

２．拠点校での実践 

2.1 ICT を活用した自身の授業実践とその効果 

ICT の効果的な活用の具体を得るために，学会・研修会・授業研究会等に参加し情報を

集めた。集めた情報をもとに拠点校において，算数科・理科・家庭科の授業実践を行った。

拠点校における ICT 活用，特にタブレット PC を利用する際のポイントとして，(1)情報の

共有，(2)視覚化・再現性，(3)データ化，の 3 点に焦点化することができた。 

(1) 情報の共有(協働での意見の整理)

＜事例 1＞6 学年 算数科「円の面積」

円の 1／4 を見つけることができた子どもたち。しかし，いらない部分がついているので，

その部分の面積を引かなければいけないのだが，どのようにしたらよいのか考え込んでい

た。B さんが「先生，面積計算することができたよ。」と言ったので，学習カードを確認。

正しく求積できていたので，B さんの学習カードを iPad で本人が撮影し，AirDrop の機能を
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使って，全員に送信した。子どもたちは ○ア送られてきた画像と自分の学習カードを見比べ，

B さんが ○イどのように考えたのかをそれぞれ説明すること ができた。

○ア友だちの学習カードと自分の学習カードを手元で比較することができるよさ

○イ情報を共有し，自分の問題解決に必要なことを得て活かすことができるよさ

(2) 視覚化･再現性(記録の活用)

＜事例 2＞6 学年 家庭科「朝食から健康な 1 日を」

「自分たちが行った野菜炒めの調理実習を振り返り，振り返ったことをもとにしてもう一

度計画書を作成し，家で実践する」家庭科の教科書の展開である。この授業を実習してか

ら一週間後に行った。調理実習をしたとき，班ごとに iPad で動画を撮影していた。子ども

たちは振り返る場面で，○ア ○イ ○ウ iPad に記録されている動画を見てそのときの様子を思い出し，

よかったこと，改善点を出し合い計画書の見直しを行うこと ができた。

○ア事実をもとに話し合うことができるよさ

○イ事実をもとに意見を出すことができ，その根拠を明確にすることができるよさ

○ウタブレット PC の扱いやすさ 

班全員でのぞき込むことができる，拡大して再生することができる，見たい部分をすぐ

に頭出しすることができる，何度でも繰り返し再生することができる

(3) データ化(効率化･データ分析)

＜事例 3＞5 学年 理科「もののとけ方」

タブレット PC を使って作成したグラフや撮影した画像をもとに，疑問について推論する授

業を行った。子どもたちはグループで話し合い，○アグラフから考えられることや画像から考

えられることをメモ した。○イ 棒グラフの表示からは温度による溶ける量の違いに気づき，

折れ線グラフの表示からは温度が上昇すれば溶ける量が増えることに気づけた。グラフ表

示を瞬時に切り替えることができるソフトを使ったよさがでた。自分のアイデアをグルー

プの仲間と共有することができ，次時，どのような実験を行えば確かめることができるの

かを，確認することができた。

○ア実験したときの画像等を確認することで，自分の考えをまとめていくことができるよさ

○イグラフ表示を瞬時に変えることができるよさ

2.2 実践授業･指導案づくり･授業研究会の中での議論からの ICT 活用の広がりとその効果

焦点化したことを校内に広げるために，授業参観日･校内研究授業等を利用し，ICT を活

用した授業を積極的に公開した。また，研究授業に向けて指導案づくりを行っているとき，

ねらいを達成するための手だての一つとして ICT 活用を提案し，授業研究会では ICT を活

用したことについての議論を行った。

＜事例 4＞6 学年 総合的な学習の時間「蔵の街 稲荷山」 

子どもがタブレット PC を使用し時系列に沿った画像を比較することで疑問を推論する ○ア

理科専科 W 先生の授業を参観した担任の K 先生は，タブレット PC を活用した授業を展開
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した。○イ ○ウ同じ情報を共有していること，根拠を明確に示すことができること，グループ活

動での話し合いを深める手立ての一つとなることを職員間で共有すること ができた。

○ア公開授業の子どもの学びの姿から，自分もやってみようと考える教師が出てくる

○イ他教科でも理科と同じような ICT 活用を行うことができる 

○ウ ICT 活用の有用性を，教職員が共通理解することができる 

2.3 ICT 活用に関する質問等相談されたことからの ICT 活用の広がりとその効果 

拠点校職員の ICT 活用に関する質問･相談等を日常的に受け，一人ひとりに寄り添いな

がら対応した。また，その内容を蓄積・分析した。

＜事例 5＞4 学年 体育科「治田ソーランの練習をしよう」 

H29.9.1。I 先生･W 先生から相談を受ける。○ア「ダンスの練習を体育館で行うときに，動画

を再生したい。どうすればよい？」○イ一緒に機器を設置した。その後，学年職員だけでの継

続した授業が展開 された。

○ア示範をする先生の代わりに「動画を活用」することにより，担任はそれぞれのクラスの

子どもの支援を行うことが可能となる（ICT を活用するねらいの明確化） 

○イ機器の準備・片付けを覚えることができれば，継続した授業実践につながる

３．実践して考えたこと 

3.1 授業実践から 

(1) 時間や空間を超えることができる ICT 活用の利点 (視覚化･再現性，データ化)

過去の事実と現在の事実を同時に比較することができること，教室内に校外で活動した

事実をもちこむことができること，ICT を活用するからこそ可能な活動だと考える。 
(2) 変化が一目でわかる ICT 活用の利点 (視覚化･再現性，データ化)

写真を比較することにより何がどのように変わったのか，変化に気づくことができる。

グラフを作成することができること，グラフの種類を変更することができること，グラフ

表示を変えることにより様々な見方や考え方が生まれること。短時間にこのような活動を

行うことができるのは，ICT を活用するからこそ可能だと考える。 

(3) グループ活動での話し合いを深める手立てとなる ICT 活用の利点 (情報の共有)

物事を比較しながらの話し合いや活動を振り返る場面での話し合い等を行うとき，ICT

は力を発揮する。子どもたちが意見を言うときの明確な根拠を示すことができる。また，

同じ土俵にのぼった上で話し合いを行うことができる。よって，論点がずれにくい。

(4) 個人･全体追究を行う場面で子どもの考え方が広がる ICT 活用の利点（情報の共有）

子どもたちは問題を解決するために情報収集する。友だちの発言･板書･友だちのノート

等情報源は様々である。ICT を活用すると，簡易にクラス全員の考えを知ることができる。

自分にとって必要な情報を得て，問題を解決していくことができる。たくさんの情報を瞬

時に得ることができるのは，ICT を活用するからこそ可能な活動だと考える。 

3.2 校内での ICT 活用の広がりから 
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(1) 理科での実践を，他教科・領域にも応用することが可能である

平成 28 年度，理科の授業実践を行い，どのような場面で ICT を活用すればよいのかを

明らかにした。教科・領域によってそれぞれ特性はあるが，教科・領域にとらわれずに ICT

の機能を活かした効果的な活用を行うことが可能であると考える。

(2) 子どもの学びの姿・研究会での議論等から，教師は ICT 活用した授業を行いたいとい

う意識になる

ICT を活用した授業を参観してもらい，子どもの学びの姿を見ることが効果的ではない

かと考えている。授業の中で ICT を効果的に活用することができれば，子どもの学びの姿

が変わる。主体的に学ぶ子どもの姿を目の当たりにすると，自分の授業でも使ってみたい，

そのような気持ちが生まれてくるのではないかと考える。

(3) 教職員のニーズに合わせて対応することで，ICT 活用する機会を増やすことができる

ICT サポートを行ってきたが，校務や授業で ICT を活用したい，ICT を活用している，

といえるのではないか。サポートしたことが授業で活かされる場面が増えている。教職員

のニーズに合わせて対応することで，ICT を活用する機会を増やすことができると考える。 

４．教育実践への示唆 

校内での ICT 活用を広げようと考え取り組んできた。「『主体的･対話的で深い学び』の

視点からの授業改善が必要であり，授業改善を進める上で ICT の効果的な活用が重要」文

部科学省教育課程企画特別部会情報ワーキンググループの取りまとめである。まず，ICT

の効果的な活用の具体を得るために情報収集を行い，それを基に授業実践を行った。ICT

活用の利点を整理･分析することができ，授業のどのような場面でどのように活用すればよ

いのかの具体を示すことができた。ICT を効果的に活用することができれば，主体的な学

び・対話的な学び・深い学びをもたらす授業実践を行うことができると考える。

ICT の効果的な活用を校内に広げるために，学校で行われている教育活動の機会を利用

したり，教職員一人ひとりのニーズに合わせて対応したりすることを行った。機器トラベ

ルや準備・操作方法の対応，教材づくり，子どもへの指導等について共に考え実践し，子

どもの学びの姿を通して振り返ることを行った。教師がもっている先入観(不安)を取り除

き，このようなことだったら取り組めそうだと感じてもらえたことが，ICT を活用する機

会を増やすことができた要因だと考える。

今後の展望として，ICT 活用のより一層の推進に向けて，環境整備を進めることと合わ

せて，それらを活用できる研究体制を構築していく必要がある。
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